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１－１．策定趣旨 

本市では、地震をはじめ、風水害等あらゆる災害に的確に対応できる防災指令拠点の機能強化

策について検討するため、令和元年 12 月に、光市防災機能強化基本構想（以下「基本構想」とい

う。）を策定しました。 

基本構想では、本庁舎は耐震性の不足や老朽化の進展、新たなスペースの確保が難しいことな

ど、建物自体に大きな課題を抱えていることから、災害警戒時や対応時における各部局とのスム

ーズな連携が可能である本庁舎敷地内に高い耐震性を備えた防災指令拠点施設を新たに整備し、

防災システムの高度化を図ることによって、迅速な初動対応の確保とライフライン遮断時の災害

対応の継続性を確保するという機能強化策を示しました。 

光市防災指令拠点整備基本計画（以下「基本計画」という。）は、基本構想で示した整備方針等 

を踏まえながら、防災指令拠点施設の具体的な整備位置をはじめ、必要な諸室と規模、諸室の配

置要件、構造、設備、総合防災情報システムに求める機能などについて検討し、設計の指針（設

計与条件）を定めるものです。 
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１－２．位置づけ 

基本計画は、基本構想に基づき防災指令拠点施設の整備に必要な諸条件の整理を行い、設計の

指針（設計与条件）を示すものです。

■基本計画の位置づけ 

基本構想

•本庁舎の防災機能の現状と課題を整理し、防災指令拠点の機能強
化の基本方針や防災指令拠点施設の整備方針を示しました。

基本計画

•防災指令拠点施設の整備に向けて、具体的な課題や条件を整理し、
整備位置、全体規模、必要な諸室、システムや各種設備に求める
機能など、設計の指針（設計与条件）を示します。

基本設計

•基本計画で示す設計の指針を整理し、規模、構造、配置、各階平
面図、立面図及び断面図を確定し具体的な機能や設備、内外のデ
ザイン、工事費概算、工事工程計画等を基本設計図書としてまと
めます。

実施設計

•基本設計図書に基づいて、デザインと技術面の両面にわたって詳
細な設計を進め、工事契約の締結や工事の実施に必要な実施設計
図書を作成します。
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